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鮒田 理人さん
　あさぎり町岡原北（学生）

　いままで受け身だったの
で、自発的に行動したいです。
例えば震災があった東北に行
くなど自分の目で見て、感じ
るものがあると思うので、自
らを成長させ、社会に恩返し
ができればと考えています。

立本 聡子さん
　あさぎり町岡原南（学生）

　行動力を身に付け、色ん
な事にチャレンジしたいで
すね。留学するなど、様々
な国を回って、自分が将来
やりたいことを見つけたい
と思います。

　第３１回青少年健全育成チャリティーショー（主催：多良木町地域婦
人会連絡協議会）が、１月２０日に多良木町多目的研修センターで行わ
れ、会場は立ち見客がでるほどの大盛況でした。民舞、民謡、日舞、舞
踊、ダンスなど、町民多数の方々の日頃の練習の成果が存分に発揮され、
訪れた来場者に感動を与えた様子でした。チャリティーショーの益金は、
多良木町教育委員会に贈られました。

大 勢 の 観 客 で 賑 わ う

　１月４日にあさぎり町（同町須恵文化ホール）と、多良木町（同町多目的研修センター）で成人式
が行われました。両町合計１３７名が新成人として門出を祝いました。式後には友達や恩師の方との
写真撮影で賑わっていました。以下、数名に新成人としての抱負や感想を頂いています。
あさぎり町岡原　３１名
　（男子１６名　女子１５名）
多良木町　　　１０６名
　（男子６３名　女子４３名）

あさぎり町と多良木町で成人式

唐津 いずみさん
　多良木町久米（社会人）

　今まで守られてきた部分が
あったので、これからは、ま
ず自立をして目標を達成し
て、周りの方に認められる大
人になりたいです。

桑原　瑛さん
　多良木町黒肥地（社会人）

　これからは自覚を持って
責任ある行動をとり、誰か
らも認められる社会人にな
りたいです。
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夕暮れや霧の時はライトをつけましょう

園 児 紹 介

ひまわり組　１８名　　担任　藤本千織先生
　発表会で演奏したピアニカを、引き続き磨きをかけるために練習し
てます。「早寝早起きで、モリモリ食べて強く元気な子にな～れ」と
藤本先生。

　球磨支援学校では、２月
１６日 (土 )に、錦町サンロー
ドシティ店において作業製品
の販売会を行います。
　今回は、中学部 ( 紙工班 )、
高等部（農園芸班、工芸班、
窯業班、木工班）と、同じ場
所で販売します。現在中学部・
高等部とも、生徒と教師が一
丸となって作業学習に取り組
んでいます。春にちなんだ作

業製品をはじめ、各作業班から目玉の商品、そして「工芸 ×木工 ×紙工」
「窯業 ×農園芸 ×紙工」の組み合わせでのコラボ製品も用意する予定
です。また、休憩コーナー「いっぷくカフェ」もあります。
　是非ご来店いただき、心をこめて作った製
品をご覧いただけたらと思います。元気いっ
ぱいの生徒達がお待ちしています。
日時：２月１６日（土）10：00～ 14：00
場所：サンロードシティ店（錦町）

「球磨支援学校販売会」に向けて

（原稿提供：球磨支援学校）

　多良木町のボランティアグ
ループ「わか草会（斉藤哲男
会長：小中学生４３名）」は、
町内在住７０歳以上の１人暮
らしのお宅に、年賀状を送る
活動を約１０年前から続けて
おられます。会員の桑原里加
子さん（黒肥地小５年生）は、
色を塗ったり、言葉を添えた
りなど色々と工夫して書いて
いるそうですが「いつまでも
元気でいて欲しい」と一番に
願いながら、約２０枚を書き
上げたそうです。
　また受取手を代表して椎葉
文子さん（同町多良木）にお
話を聞きましたが「上手に書

いてくれるので、とても元気をもらっています。毎年ありがとうござ
います」と、とても喜んでおられました。電話やメールなど、様々な
気持ちの伝え方がある便利な世の中ですが、ハガキならではの温かい
気持ちの伝え方があることを、改めて感じさせられました。

心を込めた手書きの年賀状

　第１回公認奥球磨ロードレース大会が、１月２０日に多良木、湯前、
水上の３町村であり、沿道は大勢の応援でにぎわいました。ハーフマ
ラソン、高校１０キロ、中学５キロ、女子一般５キロの４部門で行わ
れました。特にハーフマラソンでは、地元出身の招待選手が出場する
とあって、家族や友人、知人の熱のこもった応援に選手も頑張られた
様子でした。また、１０キロ地点で給水場を手伝った多良木中学野球
部の生徒は、速さに驚き、紙コップの置き方の難しさに困惑ぎみでした。

プロの走りに、驚きと歓声

佐藤智之選手 (旭化成 ) 左から２人目
廣末　香選手 (トヨタ九州 )
　　　　　　　　　　  左から５人目

作田智宏選手（第８特連）

椎葉哲哉選手（HEARTS） 野島靖徳選手（第８特連）


